
 

 

 

人口減少社会における 

中山間地の伝統行事（芸能） 

維持・継承策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新野の盆踊り(阿南町) 

 

 

 

 

 

 

下伊那地方事務所 



しあわせ信州

創造プラン

長野県リニア活用

基本構想

県計画等における伝統文化の位置づけ

飯伊地域編

新しい時代を見据えた新しい時代を見据えた新しい時代を見据えた新しい時代を見据えた

地域づくりプロジェクト地域づくりプロジェクト地域づくりプロジェクト地域づくりプロジェクト

リニア中央新幹線の開業・三遠南信自動車道リニア中央新幹線の開業・三遠南信自動車道リニア中央新幹線の開業・三遠南信自動車道リニア中央新幹線の開業・三遠南信自動車道

の供用開始を見据えの供用開始を見据えの供用開始を見据えの供用開始を見据え

自然景観・田園風景などを保全し、自然景観・田園風景などを保全し、自然景観・田園風景などを保全し、自然景観・田園風景などを保全し、

>伊那谷交流圏伊那谷交流圏伊那谷交流圏伊那谷交流圏

>>地域振興地域振興地域振興地域振興

>>>国内外からの誘客促進国内外からの誘客促進国内外からの誘客促進国内外からの誘客促進

自然、自然、自然、自然、歴史、文化歴史、文化歴史、文化歴史、文化を活かす取組を活かす取組を活かす取組を活かす取組

伊那谷が誇る美しく豊かな農村景観を伊那谷が誇る美しく豊かな農村景観を伊那谷が誇る美しく豊かな農村景観を伊那谷が誇る美しく豊かな農村景観を

次代に引き継ぐ次代に引き継ぐ次代に引き継ぐ次代に引き継ぐ町並みと自然、農山村が共生する地域づくりを推進町並みと自然、農山村が共生する地域づくりを推進町並みと自然、農山村が共生する地域づくりを推進町並みと自然、農山村が共生する地域づくりを推進
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次代に引き継ぐ次代に引き継ぐ次代に引き継ぐ次代に引き継ぐ

祭祭祭祭やややや人形芝居、農村歌舞伎人形芝居、農村歌舞伎人形芝居、農村歌舞伎人形芝居、農村歌舞伎などのなどのなどのなどの

伝統文化を保全・継承伝統文化を保全・継承伝統文化を保全・継承伝統文化を保全・継承

南信州の主な無形文化財

地域地域地域地域 伝統行事（芸能）伝統行事（芸能）伝統行事（芸能）伝統行事（芸能） 実施時期実施時期実施時期実施時期

国指定国指定国指定国指定

重要無形重要無形重要無形重要無形

民俗文化財民俗文化財民俗文化財民俗文化財

国選択国選択国選択国選択

無形無形無形無形

民俗文化財民俗文化財民俗文化財民俗文化財

県指定県指定県指定県指定

無形無形無形無形

民俗文化財民俗文化財民俗文化財民俗文化財

飯田市

人形芝居（黒田人形・今田人形） 4月・10月ほか ○

遠山霜月祭（上村・南信濃） 12月 ○ ○

4

四季を通じて多種多様な伝統行事(芸能)が中山間地に多く点在

高森町 大島山獅子舞 4月 ○

阿南町

新野の冬祭り 1月 ○ ○

日吉の御鍬祭り 4月 ○

新野の盆踊り 8月 ○ ○

和合の念仏踊り 8月 ○ ○

人形芝居（早稲田人形） 8月 ○

阿智村 清内路手作り花火 10月 ○

霜月神楽（坂部・向方・大河内） 1月 ○

○

天龍村

霜月神楽（坂部・向方・大河内） 1月 ○

○

(坂部・向方)

大河内の鹿追い行事 4月 ○

泰阜村 南山の榑木踊り 8月 ○

大鹿村 大鹿歌舞伎 5月・10月 ○ ○

各地

伊那谷のコト八日行事 2月 ○

下伊那のかけ踊り 8月 ○

下伊那地方事務所 2



南信州の伝統行事（芸能）を活かした

地域づくりのイメージ（目指す姿）

各地の生活文化に息づく四季折々の伝統行事を繋ぎ合わせ、付随する食文化や、

自然・景観・温泉や農山村の営み体験などの融合により、年間を通じて南信州を丸

ごと体感できる交流の促進とそれによる持続可能な地域の実現
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紅葉

山岳・高原

食文化
果樹

天龍冬祭り

南山の榑木踊り

花火

秋秋秋秋

大鹿歌舞伎

清内路花火

獅子フェス

今田人形

をををを丸丸丸丸ごとごとごとごと体感体感体感体感

農山村体験

上伊那・木曽等

の伝統文化などとの

相乗効果
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⇒地域づくりに活かす以前に継承できるのか？

課題

0.12

0.14

年齢別人口構成年齢別人口構成年齢別人口構成年齢別人口構成(H25.10(H25.10(H25.10(H25.10月月月月)

県計

飯田市

ポイント

1600

1800
天龍村天龍村天龍村天龍村

1200

1400
大鹿村大鹿村大鹿村大鹿村

75歳以上

65～74歳

人口推計人口推計人口推計人口推計

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

構

成

比

構

成

比

構

成

比

構

成

比

下伊那郡

阿南町

天龍村

大鹿村

ポイント

○高齢化

○少子化

○20～30代不在

※天龍村・大鹿村

が突出

659

327

273

253

178

118

569

556

490

446

394

323

262
400

600

800

1000

1200

1400

467

247

181

144

113
99

88

351

375

347

308

256

215

186400

600

800

1000

1200
65～74歳

15～64歳

0～14歳

下伊那地方事務所

0

0.02

0
-4

5
-9

1
0
-1
4

1
5
-1
9

2
0
-2
4

2
5
-2
9

3
0
-3
4

3
5
-3
9

4
0
-4
4

4
5
-4
9

5
0
-5
4

5
5
-5
9

6
0
-6
4

6
5
-6
9

7
0
-7
4

7
5
-7
9

8
0
-8
4

8
5
-8
9

9
0
-9
4

9
5
-9
9

1
0
0
以
上

4

102 80 62 53 45 41 35

659

514

404
345

294 249 213

118
101

87

0

200

400

2
0
1
0
年

2
0
1
5
年

2
0
2
0
年

2
0
2
5
年

2
0
3
0
年

2
0
3
5
年

2
0
4
0
年

95 79 60 51 46 40 38

467

387
342

295
256

222 194

99
88

73

0

200

2
0
1
0
年

2
0
1
5
年

2
0
2
0
年

2
0
2
5
年

2
0
3
0
年

2
0
3
5
年

2
0
4
0
年



聞き取り調査を実施（H26.6～7月）

対象：５市町村 13団体・地域

○地域差はあるものの、早ければ５年、多くが早ければ５年、多くが早ければ５年、多くが早ければ５年、多くが10年後の存続に不安年後の存続に不安年後の存続に不安年後の存続に不安

○継続可能性判断の差 ⇒ 若年～壮年層の存非（活動の有無）

現状

○継続可能性判断の差 ⇒ 若年～壮年層の存非（活動の有無）

⇒あと10年

遠山霜月祭り、新野の盆踊り・雪祭り、

⇒あと 5年程度

活動の主力活動の主力活動の主力活動の主力

次世代次世代次世代次世代

担い手担い手担い手担い手

継続可能継続可能継続可能継続可能

年数年数年数年数((((直感直感直感直感))))

主な例主な例主な例主な例

40～50代

20～30代も

一定程度活動

10年程度

遠山霜月祭り（上町）

和合の念仏踊り（阿南町）

大鹿歌舞伎

清内路手作り花火

⇒あと 5年程度

60～70代

20～50代も

一定程度活動

10年程度 新野の雪祭り（阿南町）

殆どいない殆どいない殆どいない殆どいない ５年程度５年程度５年程度５年程度 遠山霜月祭り（下栗・中郷）

霜月神楽（天龍村）

5

聞き取り調査結果から

[20[20[20[20～～～～40404040代の若年・壮年層が一定程度携わるケース代の若年・壮年層が一定程度携わるケース代の若年・壮年層が一定程度携わるケース代の若年・壮年層が一定程度携わるケース]]]]

ポイント１ポイント１ポイント１ポイント１ 子どもの頃に体験した効果が大きい子どもの頃に体験した効果が大きい子どもの頃に体験した効果が大きい子どもの頃に体験した効果が大きい

○遠山霜月祭り 約30年程前から小中学校の体験学習

○大鹿歌舞伎 昭和50年代から中学校でのクラブ活動

(現在は全員参加の総合科授業)

現状

ポイント１ポイント１ポイント１ポイント１

(現在は全員参加の総合科授業)

小学校での体験学習

[[[[活動の中心が活動の中心が活動の中心が活動の中心が60606060～～～～70707070代の高齢世代のケース代の高齢世代のケース代の高齢世代のケース代の高齢世代のケース]]]]

ポイント２ポイント２ポイント２ポイント２ 「後世に伝承する」よりも

「自分たちの代は何とか責務を果たす」という意識自分たちの代は何とか責務を果たす」という意識自分たちの代は何とか責務を果たす」という意識自分たちの代は何とか責務を果たす」という意識

＝＝＝＝「次世代が継承できなくてもやむを得ない」「次世代が継承できなくてもやむを得ない」「次世代が継承できなくてもやむを得ない」「次世代が継承できなくてもやむを得ない」

ポイント３ポイント３ポイント３ポイント３ 既に居住者のみによる実施は既に困難なケース居住者のみによる実施は既に困難なケース居住者のみによる実施は既に困難なケース居住者のみによる実施は既に困難なケース

ポイント２ポイント２ポイント２ポイント２

ポイント３ポイント３ポイント３ポイント３ポイント３ポイント３ポイント３ポイント３ 既に居住者のみによる実施は既に困難なケース居住者のみによる実施は既に困難なケース居住者のみによる実施は既に困難なケース居住者のみによる実施は既に困難なケース

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 転出血縁者が担い手転出血縁者が担い手転出血縁者が担い手転出血縁者が担い手

○遠山霜月祭り（飯田市上村中郷・下栗）

○和合の念仏踊り（阿南町和合）

○霜月神楽（天龍村坂部・向方・大河内） ほか

下伊那地方事務所 6

ポイント３ポイント３ポイント３ポイント３



聞き取り調査結果から

ポイント４ポイント４ポイント４ポイント４ 一部では外部人材受入れの取組外部人材受入れの取組外部人材受入れの取組外部人材受入れの取組を展開

○霜月神楽(天龍村大河内)

⇒ 平成10年前後から劇団｢田楽座｣の

支援受入（毎年10名ほどが参加）

現状

一方で、昔から地域住民が脈々と伝

承しているもので、「部外者が担う「部外者が担う「部外者が担う「部外者が担う

ものでない」ものでない」ものでない」ものでない」との意識が強い地域も

○新野の雪祭り（阿南町新野）

ポイント４ポイント４ポイント４ポイント４

○遠山霜月祭り(飯田市上村中郷)

⇒ H23年から一般希望者を募集・受入

（当初５～６名参加うち２名は継続参加）

○上清内路手作り花火(阿智村)

⇒ 従来から飛入参加を受入れ(毎年２～３名）

H26年度からは募集・受入を実施(定員９名）

ポイント５ポイント５ポイント５ポイント５ 仕事の都合で仕事の都合で仕事の都合で仕事の都合で全日程参加できるメンバーは多くない全日程参加できるメンバーは多くない全日程参加できるメンバーは多くない全日程参加できるメンバーは多くない

○新野の雪祭り（阿南町新野）

○霜月神楽（天龍村坂部）

○下清内路清手作り花火(阿智村）

※裏方としての支援までもを拒む

ものではない

ポイント５ポイント５ポイント５ポイント５

7

参考（専門家意見） 飯田美術博物館 民俗学担当 櫻井 弘人 氏

○ 伝統芸能伝承の特効薬は、人口を増やし集落機能を維持することだが、これは不可能なことは明

白。守っていくために、人材を外部に求めるという方向性はある。現に、大河内では田楽座がいなけ

れば、もうなくなっていた。

○ 行政は、観光面ばかり注力し、肝心の芸能を守ることをしてこなかった。観光客を集めるよりも、真

に深く携わる意欲のある人材を集め、育成する広域の取組を進めるべき。 【H26.7.31聴取】

行政による継承策の積極的展開

これまで

施策の

方向性

これから

伝統行事(芸能)への自治体の関わり

集客策（観光ＰＲ）

に注力

維持・継承策は

住民任せ

継承なくして継承なくして継承なくして継承なくして

観光なし観光なし観光なし観光なし!!!!!!!!

担い手育成策を担い手育成策を担い手育成策を担い手育成策を

住民任せ

下伊那地方事務所

担い手育成策を担い手育成策を担い手育成策を担い手育成策を

行政が積極的に展開行政が積極的に展開行政が積極的に展開行政が積極的に展開

すべきすべきすべきすべき

住民のみ住民のみ住民のみ住民のみ

でのでのでのでの継続は継続は継続は継続は

危機的状況危機的状況危機的状況危機的状況
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施策の方向性

方向性方向性方向性方向性 子どもの体験の促進子どもの体験の促進子どもの体験の促進子どもの体験の促進

地域の伝統行事(芸能)の体験を促進

方向性②方向性②方向性②方向性②：企業協力の促進：企業協力の促進：企業協力の促進：企業協力の促進

従業員の伝統芸能参加推奨や

行事への資金援助を行う

施策展開

一定年齢での行事参加一定年齢での行事参加一定年齢での行事参加一定年齢での行事参加の推進の推進の推進の推進

方向性①方向性①方向性①方向性① 方向性②方向性②方向性②方向性②

↓

伝統芸能に興味のある

子どもを育成

↓

事業者の認定制度を構築

伝統行事（芸能）サポート事業者伝統行事（芸能）サポート事業者伝統行事（芸能）サポート事業者伝統行事（芸能）サポート事業者

（仮称）認定制度（仮称）認定制度（仮称）認定制度（仮称）認定制度

（「森林の里親」の伝統芸能版）

県 ⇒ 協力事業者を認定・周知

主催者 ⇒ 企業を優待

人的交流推進

事業者 ⇒ 従業員の参加推奨

一定年齢での行事参加一定年齢での行事参加一定年齢での行事参加一定年齢での行事参加の推進の推進の推進の推進

子どもが主体・対象子どもが主体・対象子どもが主体・対象子どもが主体・対象となるとなるとなるとなる

関連行事の開催関連行事の開催関連行事の開催関連行事の開催 などなどなどなど

↓

出身地や将来の居住地における

参加意欲の向上

↓

将来の伝統芸能の担い手に
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↓

伝統行事へ参加しやすい環境の醸成

企業による資金援助の推進

事業者 ⇒ 従業員の参加推奨

資金援助

地域貢献企業としてＰＲ

施策の方向性
施策展開

方向性③方向性③方向性③方向性③：外部人材の受入推進：外部人材の受入推進：外部人材の受入推進：外部人材の受入推進

地域住民のみでの継承が困難

↓

方向性④方向性④方向性④方向性④：外部人材の掘起し：外部人材の掘起し：外部人材の掘起し：外部人材の掘起し

観光目的でなく、

自ら行事に参加したい人材の発掘

方向性③方向性③方向性③方向性③ 方向性④方向性④方向性④方向性④

↓

人がいなければ外部に求める

↓

伝統行事ごとに希望者を広く募集

｢｢｢｢○○○○○○○○((((行事名行事名行事名行事名))))サポート隊サポート隊サポート隊サポート隊｣｣｣｣

((((仮称）を組織仮称）を組織仮称）を組織仮称）を組織

交流が進めば交流が進めば交流が進めば交流が進めば

自ら行事に参加したい人材の発掘

↓

多くはいないが確実にいる

レアな人材レアな人材レアな人材レアな人材を見つけ出し

現地にいざなう

↓

首都圏（ＧＩＮＺＡ長野）（ＧＩＮＺＡ長野）（ＧＩＮＺＡ長野）（ＧＩＮＺＡ長野）で体感会開催

「「「「信州芸能体感会（仮称）」信州芸能体感会（仮称）」信州芸能体感会（仮称）」信州芸能体感会（仮称）」

下伊那地方事務所
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方向性②サポート事業者との相互協力も方向性②サポート事業者との相互協力も方向性②サポート事業者との相互協力も方向性②サポート事業者との相互協力も

まずは

裏方

として

交流が進めば交流が進めば交流が進めば交流が進めば

「よそ物」「よそ物」「よそ物」「よそ物」

に対するに対するに対するに対する

抵抗感解消抵抗感解消抵抗感解消抵抗感解消

いずれは

担い手に

「「「「信州芸能体感会（仮称）」信州芸能体感会（仮称）」信州芸能体感会（仮称）」信州芸能体感会（仮称）」

観光イベント ＜＜＜＜ 信州の伝統芸能の信州の伝統芸能の信州の伝統芸能の信州の伝統芸能の

奥深さ奥深さ奥深さ奥深さを学ぶ場を学ぶ場を学ぶ場を学ぶ場

（体験＋講座）（体験＋講座）（体験＋講座）（体験＋講座）

首都圏での上演機会

⇒担い手の意欲向上担い手の意欲向上担い手の意欲向上担い手の意欲向上にも期待



施策の方向性

方向性⑥方向性⑥方向性⑥方向性⑥：施策推進体制の構築：施策推進体制の構築：施策推進体制の構築：施策推進体制の構築

自治体が個別に観光施策

を推進(点の取り組み点の取り組み点の取り組み点の取り組み）

↓

施策展開

これまで

方向性⑤方向性⑤方向性⑤方向性⑤：受入環境の整備：受入環境の整備：受入環境の整備：受入環境の整備

サポート隊受入には

一定期間滞在できる環境整備

方向性⑤方向性⑤方向性⑤方向性⑤ 方向性⑥方向性⑥方向性⑥方向性⑥

↓

担い手育成策の積極展開担い手育成策の積極展開担い手育成策の積極展開担い手育成策の積極展開

＋＋＋＋

観光資源として個別行事を繋ぎ

面的・時間的広がり推進面的・時間的広がり推進面的・時間的広がり推進面的・時間的広がり推進

↓

関係者が一体となり広域的・戦略的に関係者が一体となり広域的・戦略的に関係者が一体となり広域的・戦略的に関係者が一体となり広域的・戦略的に

施策推進するための体制の構築が必要施策推進するための体制の構築が必要施策推進するための体制の構築が必要施策推進するための体制の構築が必要

今後

一定期間滞在できる環境整備

が必要

・空き家等を活用したシェアハウス空き家等を活用したシェアハウス空き家等を活用したシェアハウス空き家等を活用したシェアハウスなど

「滞在施設の整備」

・地域住民宅への

「「「「ホームステイのしくみ構築ホームステイのしくみ構築ホームステイのしくみ構築ホームステイのしくみ構築」」」」

など

伊那谷民族芸能団体伊那谷民族芸能団体伊那谷民族芸能団体伊那谷民族芸能団体
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↓

遠隔地からの受入れを可能に

（Ｉターン需要の掘り起こし効果にも期待？）

組織組織組織組織

強化強化強化強化

OROROROR

新組織新組織新組織新組織

設立設立設立設立

伊那谷民族芸能団体伊那谷民族芸能団体伊那谷民族芸能団体伊那谷民族芸能団体

連絡協議会連絡協議会連絡協議会連絡協議会

昭和62年設立

事務局：南信州広域連合

・各種民俗芸能団体(64団体)

及び教育関係者で構成

・総会(年１回)で情報交換

・主体的な事業展開は特になし

伝統行事（芸能）継承対策元年の県の取組

事業名事業名事業名事業名 実施主体実施主体実施主体実施主体 事業内容事業内容事業内容事業内容 事業費事業費事業費事業費 財源負担財源負担財源負担財源負担 関係部局関係部局関係部局関係部局

①南信州伝統①南信州伝統①南信州伝統①南信州伝統

行事（芸能）継行事（芸能）継行事（芸能）継行事（芸能）継

承・活用策推承・活用策推承・活用策推承・活用策推

進事業進事業進事業進事業

下伊那地方

事務所

南信州広域

連合

地域全体で伝統行事を継承していく

意識を醸成し、南信州全体の取組を

推進する計画を策定するとともに、地

域の実情に応じたモデル的取組を推

進する。

継承・活用計画

策定等

330万円

県10/10

企画振興部

県民文化部

観 光 部

教育委員会

H27年度

事業展開

連合 進する。

また、これを推進するための支援員

を配置し、関係者による推進組織を構

築する。

【方向性①､③～⑥】

教育委員会

②伝統行事②伝統行事②伝統行事②伝統行事

（芸能）サポー（芸能）サポー（芸能）サポー（芸能）サポー 県

信州の伝統行事の継承活動に協力

(従業員の参加推奨・財政支援等）に

制度周知 、認

定証交付、認定 企画振興部

※計画の策定に当たっては、県として支援会議を設置し、一元的かつ総合的に支援

※初年度に推進計画を策定、次年度にその具現化に向けた取組を進めるための複数年の予算化

を要望

下伊那地方事務所

（芸能）サポー（芸能）サポー（芸能）サポー（芸能）サポー

ト事業者認定ト事業者認定ト事業者認定ト事業者認定

事業事業事業事業

県 (従業員の参加推奨・財政支援等）に

する企業の認定制度を構築（認定企

業は、宣伝・広告等に活用）

【方向性②】

定証交付、認定

企業周知経費

100万円

県10/10

企画振興部

県民文化部

産業労働部

教育委員会
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※事業効果を大きなものにするため、全県域における制度化を要望



達成すべき成果

必要となる長期的支援

目目目目 標標標標

想定する成果

そのための支援

現在の現在の現在の現在の重要無形民俗文化財、県無形民俗文化財及び重要無形民俗文化財、県無形民俗文化財及び重要無形民俗文化財、県無形民俗文化財及び重要無形民俗文化財、県無形民俗文化財及び

国・県選択無形民俗文化財国・県選択無形民俗文化財国・県選択無形民俗文化財国・県選択無形民俗文化財をををを

そのためにそのためにそのためにそのために

○取組当初は、○取組当初は、○取組当初は、○取組当初は、県・広域連合県・広域連合県・広域連合県・広域連合がががが旗振役旗振役旗振役旗振役となり、地域全体の意識醸成や各地域の取組を後押しするとなり、地域全体の意識醸成や各地域の取組を後押しするとなり、地域全体の意識醸成や各地域の取組を後押しするとなり、地域全体の意識醸成や各地域の取組を後押しする

環境を整備し、その後の市町村の主体的施策展開を促す環境を整備し、その後の市町村の主体的施策展開を促す環境を整備し、その後の市町村の主体的施策展開を促す環境を整備し、その後の市町村の主体的施策展開を促す

○一過性の対策に止まらずその後も○一過性の対策に止まらずその後も○一過性の対策に止まらずその後も○一過性の対策に止まらずその後も長期的視野長期的視野長期的視野長期的視野に立ったに立ったに立ったに立った支援継続支援継続支援継続支援継続が求められるが求められるが求められるが求められる

国・県選択無形民俗文化財国・県選択無形民俗文化財国・県選択無形民俗文化財国・県選択無形民俗文化財をををを

2027202720272027年（リニア開通）まで確実に持続年（リニア開通）まで確実に持続年（リニア開通）まで確実に持続年（リニア開通）まで確実に持続させるさせるさせるさせる

H27年～（複数年）
H29
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H27年～（複数年）

県（下伊那地方事務所）

南信州広域連合

○飯伊地域全体の計画づくり

○推進体制構築

○地域全体の意識醸成

○モデル的事業の実施

取組の

旗振役

H29年～リニア時代

○市町村等が地域の実情に応じ

主体的に独自施策を展開

○県（地方事務所）は市町村等の積

極的支援を継続

取組主体

の転換

継続支援

伝統行事（芸能）は県内各地に

南信州のみならず

県内各地の伝統行事が存続の危機!!

最後に最後に最後に最後に

県内各地の伝統行事が存続の危機!!

↓

県全体の課題県全体の課題県全体の課題県全体の課題

↓

モデル的事業として南信州で取組を推進し

下伊那地方事務所
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モデル的事業として南信州で取組を推進し

その効果を検証しつつ取組を全県に波及





22

H22

1

18 11

19

2222

25

2



100%

23

2012

80%

60%

40%

20%

0%

23

41.7

�

3

4



5,3485,348

� �

5,7004,000

5

6



7

8


